


1.協同研究

　新生児期栄養法別による以後の発育発達の調査:

　母乳栄養児 15 名/人工栄養児 12名・の経過観察中

　結果:現在経過観察中なるもまだ著名な差はみられない。ただオムツカブレ,

皮フ炎などが人工栄養児に多くみられた。しかしこれが栄養の差によるものか

管理手入れの問題によるものかは判断がむずかしい。

　今後:引き続き 1才まて経過観察を行う。


